








 

前回の当研究会に於いて、喉頭の機能の一つである反射性声門閉鎖に関して、動物実験か

ら、幼若動物に於ける成熟動物との違いを論じたが、今回は主として猫を使用した実験か

ら、喉頭を始め上気道に与えられた刺激が循環器系や呼吸器系に多大な影響を与えること

を証明し、これら刺激と SIDS との関連性を検討した。 

 上気道に加えられた侵襲は、臨床に於いても、乳児における直達鏡検査などの操作で、

極端な呼吸抑制や徐脈を経験することがありその様な刺激が、呼吸器系や循環器系に大き

な影響を与えることが解っている。 

 実際に実験動物(主として犬及び猫)でしらべてみると、呼吸に関しては、上気道に刺激

を加えると強い呼吸抑制を起す。更に喉頭及びその周囲の支配神経である上喉頭神経内枝

を刺激すると吸気筋である横隔膜支配神経(横隔神経)に吸気性興奮の著明な抑制が認めら

れる(写真 1)。この刺激が連続的となれば抑制も連続的となる。 

 又、循環器系に対しては、動物によっては喉頭附近粘膜に軽い刺激を与えただけでも徐

脈をみることがあり、特に上気道に加えられた侵襲が、主として、体性内臓反射

(somatovisceral refleX)として神経性反射によって心の機能に影響を与えるものと考え

られる。猫で上喉頭神経内枝や三叉神経知覚枝の中枢端を電気的に刺激すると、実際に、

胸部迷走神経に明瞭な反射電位が刺激に反応して記録される(写真 2、3)。この事実は上気

道に加えられた刺激が、迷走神経遠心性興奮を反射性に増加させ支配臓器に影響を与えて

いることが示唆される。更に迷走神経程著明ではないが、内臓神経にも同様な反射電位が

記録されており(写真 4)、上気道に加えられた刺激は様々な形で各種臓器の機能に影響を

与えるものと考える。 


